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フランス貿易（Le commerce franç ais d’Istanbul au XVIIIe siè cle）』は 1999 年に『French Trade 
in Istanbul in the Eighteenth Century』として Brill 社より出版。18 － 19 世紀オスマン帝国の社
会経済史を中心に、個人史や都市史、近代化論など様々な分野を扱う。主要な著作に『イス
タンブルにおける死：オスマン・イスラーム文化における死と儀式（Death in Istanbul. Death 
and its Rituals in Ottoman-Islamic Culture ）』、『オスマン・ハムディ・ベイ辞典（Osman Hamdi 
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図 2『子供の墓の前のデルヴィシュ（1903、1908）
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術的開化 18』によって彼の芸術家としての名声が刷新される 1970 年代を待たねばならなかっ
た。ジェザルは、ハムディの復権を意図しており、彼が西欧やオリエンタリストの第五列と
して見られることを拒否している。彼の作品のタイトルが示しているように、この努力の一
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O.ハムディより(E. Eldem, op. cit., pp. 177–80)。」という文章が添えてある。もう一つは、1901年にベルリンで展示され、その後
1903年にロンドンで展示された『ミフラーブ』というムスタファ・ジェザルが1971年に名付けた名で知られる作品である。実際の
ところこの作品の原題は『ジェネシス』で、娘のレイラ（しばしば何故か主張される母親を描いたものではない）を描いてる。レ
イラは妊娠しておりコ ラーン台の上にミフラーブを背にして座っており、足もとには聖典が散乱している(E. Eldem, op. cit., pp. 
489–94)。
図 4 O. Hamdi Bey, sketch, n.d, watercolour, 
36 × 25 cm. Faruk and Zerrin Sarç collection

















































ンの詠唱をするのにしばしば利用されている（『コーラン教室』, 1890; 『コーランを読む』, 
n.d.）のと同時に、入浴風景（『髪を梳く若い女』, 1881, 1882, n.d.）やハレムの部屋の角（『2
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45　ゼイネプ・チェリキが指摘しているように(Z. Ç elik, op. cit.)。
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か誰が教えてくれるだろうか？(L’Amateur, «Au Salon des artistes franç ais,» Le Journal du Dimanche. Revue hebdomadaire 
de la famille, 3316, 16 July 1905, p. 453)
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覚を提供している。「この人物は金の装飾品と赤いドレープのついた青い外套を身にまとって、右手に剣を持ち、左手はテラス
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図 1 Detail from J.-L.-Gé rô me, L’Almé e, 
1863, oil on canvas, 50.2 x 81.3 cm. 
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